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第９８号 令和３年１０月２０日発行

「９月３０日ようやく 緊急事態宣言が解除。

感染者数が急激に減少 人の行動や飲食店の規制も解除へ。」
コロナウイルス新規感染者の数が激減、その主な要因がワクチン接種か人流の減少か国民の自

粛かハッキリしないようです、次の第六波に備えてこの一年半の反省検証を至急進める必要があ

ると思います。政府では減少傾向を受けて営業制限や行動抑制を解除する方向でいるが、そんな

に急激に行って大丈夫なのかと疑問を呈する声もある。

３回目となるコロナワクチンのブースト接種が、年末にも開始との記事が新聞にも見られます。

ワクチン接種は自分のためだけではなく、周囲の人のためにも進んで受けたいと思います。

泉区防犯情報 【なりすましサギが多発】

・１０／４ （中田西）区役所を装う男から「還付金がある。銀行の者を向かわせる。」等言わ

れ、誤信した被害者が、来訪した銀行員を装う男の指示でキャッシュカードを封筒

に入れて保管していたもの。犯人のミスで未遂に終わる。

・１０／４ （上飯田町）孫を装う男から「会社の荷物を間違えて送ってしまったので現金が必

要。」と言われ誤信した被害者が、取りに来た男に現金を手渡した。

・１０／５ （上飯田町）長男を装う男から「会社の契約書類やお金を間違って送ってしまった。

お金が必要。」と言われ、被害者が取りに来た男に数回にわたり、現金を渡す。

・１０／６ （中田東）パソコンにウイルスに感染したと警告画面が表示され、記載された電話

番号に連絡したところ、修理費用と称してプリペイドカードの購入を促され、番号

を教えてしまった。

・１０／７ （上飯田町）長男を装う男から「会社の荷物を落としたので現金が必要。」と言わ

れ、誤信した被害者が取りに来た男に現金を渡した。

・１０／１１（中田南）区役所職員を装う男から、還付金がある。ヤマザキという男が行く等と

いわれ、誤信した被害者が訪問した男にキャッシュカードを渡した。

・敬老の日記念品
９月２０日は「敬老の日」、広町自治会では７０才以上の方２９３名に記念品を贈りました。

・男性 １４２名 ・女性 １５１名 合計 ２９３名

【中田連合自治から、満９０才の方３名に、記念品が贈られました。】

・災害時安否確認カード掲示訓練の結果報告
広町運動会兼防災訓練（９月１２日予定）は、緊急事態宣言発令中のため

２年連続の中止となりました。昨年と同様に災害時安否確認カード掲示訓練を

実施しました。結果は次の通りでした。

・報告のあった組数 ５７

報告のあった組の合計世帯数 ６５５

・災害時安否確認カードの掲示世帯数 ３００ （４６％が参加）

広町自治会

会長 猪俣 武雄
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・ワーストワン交差点は、中田中学校入り口交差点（長後街道）
中田中学校入り口交差点は、過去５年間で１８件と事故件数が泉区内で一番多かった。

右折時の「サンキュウー事故」（相手の車が止まってくれたので、右折をしたら隣の車線の

車やバイクと接触）に注意が必要。

通過車両の事故が多いと思いますが、住民や子どもたちが絡んだ事故は絶対に起こしてはな

りません

「次に来る変異株は？」
コロナウイルスは次々と変異し、新しい変異株が発見されている、WHO では名前による偏見

を取り除くため、新型コロナウイルスの変異株の命名システムを決め、アルファ株、ベータ株、

ガンマ株のように、ギリシャ文字を使って区別するようにしました。

今話題のデルタ株は４番目の文字「δ」であり。次の第６波で警戒されているのは１２番目の

ミュー株「μ」である。

「ウィズコロナ」とは
新型コロナウイルスの感染拡大を警戒しながら、経済活動を進めていこうとする期間と言われ

ています。緊急事態宣言が解除され徐々に経済活動を再開させつつ、感染への警戒を怠らないよ

うに気をつけて生活する「自粛から自衛へ」の段階であると認識しましょう。

「ウィズコロナ」で大切なのは３蜜を避けることと、マスク、手洗いをきちんとすることです

「横浜で震度５弱の地震 東日本大震災以来１０年ぶり」
１０月７日２２時４１分に千葉県北西部を震源とするマグニチュード６，１の地震が発生し、

埼玉県、東京都で最大震度５強を観測。横浜でも震度５弱が観測されました。

緊急停止のエレベーターに閉じ込められた事故が多数発生しました。

中田中学校地域防災拠点の避難所は、どのくらいの地震で開設されるのでしょうか？

横浜市内で震度５強以上が観測された時に開設されます。今回は泉区では震度５弱でしたので避

難所は開設されませんでした。コロナ禍で避難の方法が大きく見直されました。避難所は大地震

により自宅が住めなくなった住民の避難が基本で、３蜜を避けた避難所運営では５０～６０名位

しか収容できません、親戚や友人宅への避難、車中避難、自宅に留まる避難等いろいろあります。

毎回、防災訓練に参加し、自分の家族にあった避難をイメージしましょう。

「この機会に、各家庭の備蓄品チェックや非常持ち出し袋の中身をチェックしましょう。」

「首都直下地震「今後３０年以内に７０％で発生」の根拠は？」
地震調査委員会では元禄関東地震[1703]と関東大震災[1923]の２２０年間に発生した M ７以

上の８つの大地震を根拠にしています。単純に計算すると２７，５年に１回。これをもとに地震

学で用いられる将来予測の計算式に当てはめると「今後３０年以内に７０％」という発生確率が

導き出されます。首都の中枢機能に大きな影響をもたらし深刻な被害が想定されている「首都直

下地震」、いつ起きてもおかしくないと考えて備える必要があります。
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